
世界への
プレゼントになろう

Be a  g ift to t he w orld
2015 － 16年度国際ロータリーのテーマ

The Rotary Club of Takasago Seisho, Japan

本誌は、職場や家庭に持ち帰って、皆さんでご一緒にお読み下さい

No.34,35
2016年4月27日 発行

プログラム委員会

佐野　栄作委員長

公益財団法人PHD協会
事務局長

坂西　卓郎様

平成２８年4月20日（水）PHD協会の活動とロータリークラブ

プ ロ グ ラ ム 委 員 会  プ ロ グ ラ ム 委 員 会  卓 話卓 話

PHD協会とは
Peace，Health & Human Development、
すなわち「平和と健康を担う人づくり」
を目標に掲げる民間の国際協力団体です。

　１９６２年から約２０年間ネパールで医療活動に従事した岩村
昇医師が自らの経験と反省をふまえ、「物」「金」中心の一時的援
助を超えた草の根レベルの人材交流・育成を提唱し、１９８１年
に設立されました。

草の根の人々による村づくりへの協力
　アジア・南太平洋の村の青年を研修生として日本に招き、農業、
保健衛生、地域組織化などの研修を行い、帰国後もフォローアッ
プを行うことを通じて、草の根の人々による村づくりと生活向上
に協力します。

そこからわたしたちも行動する
　日本の人々もアジア・南太平洋の人々
との交流を通して学ぶことはたくさん
あります。そこから、毎日の生活を問
い直し、草の根の人々と共に生きるこ
とのできる生活を、足元から実践する
ための活動を続けています。

ロータリーから蒔かれた種
　１９８１－８２年度、第２６６０地区（大阪府）と第２６８０地区（兵庫県）の連合年次
大会にて「PHD運動への協力」が大会決議に盛り込まれました。
　法人化を望む声が上がり５人のロータリアンを中心に
県、市、地域を代表する新聞社が加わって知事会が組織され
１９８２年に財団法人として認可されました。
　１９８５年から第２６８０地区奨励米山奨学生としてご支
援いただき、今年度の３名を含めて７９名がお世話になって
います。



先週の土曜日、４月１６日に姫路のじばさんびるで行われ
ましたロータリー理解研修セミナーに行ってまいりました。
廣瀬会員と三枝会員と私の３名での参加でした。
「ロータリーについて色々知ろう」というタイトルで、矢
野宗司２６８０地区社会奉仕委員長が、ロータリーについて
熱く語られました。
ロータリーの組織、地区の説明をしていただいた後に、よ
く言われているロータリアンの３つの義務として①会費を納
めること②例会に出席すること③ロータリー雑誌を購読することのほかに、さらに２つ
の義務①定款・細則を順守すること②新会員を推薦することと、述べられていました。
続いて、職業倫理の向上に重きを置くロータリーとして、ロータリーの３つの基本原
則に則って行動しなければならないと言っています。その３つとは、ロータリーの目的、
四つのテスト、ロータリーの行動規範です。これらについて、シンプルにわかりやすく
説明していただきました。
そして、ロータリーの歴史と奉仕について、当初の親睦派と奉仕派の対立から、奉仕
派の中での理論派と実践派の対立へと推移していったという中で、相異なる二つの考え
方をロータリーの寛容の精神で調和してできたのが、決議２３－３４と言われてきまし
た。
最後に、今後のロータリーの課題について述べられました。ひとつには、先進国を中
心に、特に日本、アメリカで顕著なのですが、会員数の減少です。もう一つは、ＲＩと
日本のロータリーとの間に乖離があるということ。そして、１業種１会員の緩和、メー
キャップの緩和、職業分類の緩和等、様々な緩和により、ロータリーの魅力が失われて
しまわないかということがあります。こういった課題に対して矢野委員長は、「私たちの
クラブの存在価値は何か」「私たちのクラブはどういうserviceで社会に貢献しようとし
ているのか」「私たちのクラブは会員や地域社会にとって本当に魅力的か」「私のロータ
リアンとしての目標は何か」ということをしっかりと見極めることによって解決への道
が開かれてくるのではないかと言っておられます。

＊service　人のためになる行為全体をさす

田中　伸明
PHD協会 坂西卓郎事務局長、ようこそ。
本日はよろしくお願いします。

大村　裕史・村上　則宏・櫻井　宣孝
濵田　喜重・坂口　嘉久・佐野　栄作
庄司　　武・濱中　幹雄
PHD協会 坂西様、ようこそいらっしゃいま
した。本日卓話宜しくお願い致します。

例会記録　2016.4.15（金）　通算 1791 回
　　　　　2016.4.20（水）　通算 1792 回
ソ ン グ

出 席 報 告

本日のゲスト

来訪ロータリアン

  「我らの生業」「四つのテスト」
４月　２日　会員数４５名　欠席者 　２名　  出席率　94.59％ （修正による）

（この内出席免除者　１２名） 
４月　６日　会員数４５名　欠席者 　２名　  出席率　94.87％ （修正による）

（この内出席免除者　１２名） 
４月２０日　会員数４５名　欠席者 　９名　  実出席者数　３０名

（この内出席免除者　１２名）   　出席率　76.92％

公益財団法人PHD協会　事務局長　坂西　卓郎様

中野　哲郎会員（高砂 R.C.）　　脇谷　政孝会員（高砂 R.C.）

クラブ名 変更内容 日　時・場　所

姫路中央ロータリークラブ
例会変更

４月２８日（木）→４月２９日（金・祝）１０：００～
「２０１６年地区研修・協議会」
於：神戸ポートピアホテル

高砂ロータリークラブ 休会 ４月２９日（金）　【昭和の日】

休会 ５月６日（金）　【定款第６条第１節（Ｃ）による】

姫路南ロータリークラブ 休会 ５月２日（月）

姫路ロータリークラブ 休会 ５月３日（火）　【祝日】

加古川平成ロータリークラブ 休会 ５月４日（水）　【祝日】

明石西ロータリークラブ 休会 ５月５日（木）　【祝日】

休会 ６月１６日（木）  【定款第６条第１節（Ｃ）による】
（注）高砂青松ロータリークラブのホームページにも掲載しています。……ホームページの情報の方が早く把握できます。

青木　裕加会員青木　裕加会員 内海　　薫会員内海　　薫会員

献血例会１０９人受付、９９人献血

ありがとうございました。



5 月 25 日（水）
クラブ協議会

4月 27 日（水）
健康診断例会

【クラブ奉仕委員会】

5月 4 日（水）
休　会 

【祝日のため】

会　長　　田　中　伸　明
例会日時　　毎週水曜日　12：30　　例会場　　高砂商工会議所会議室（2F）
事務局　高砂商工会議所内　〒 676-0064　高砂市高砂町北本町 1104　電話（079）443-0500

幹　事　　村　上　則　宏 クラブ会報委員長　　櫻　井　宣　孝

◇  ◇  プログラム予定  プログラム予定  ◇◇

5 月 18 日（水）
健康診断報告例会

昼食メニュー

幕の内弁当

1. the rotarian ３月号が届いております。（回覧）

2. 相生ＲＣより週報が届いております。（回覧）

3. 国際交流協会より
会報誌が届いております。（回覧）

4. 丸尾研一ガバナーより
熊本地震により被災地の第２７２０地区（熊本・大分）は、甚大な被害を受けているそう
です。当地区として義援金をとりまとめ一括して送金したいので協力して欲しいと依頼が
届いております。つきましては、皆さんのご支援をお願い致します。

5. ＲＩ第２６８０地区ガバナー事務所より
神戸まつりについて案内が届いております。
５月１５日（日）１２：３０～１６：３０　フラワーロード～三宮中央通りにてポリオ撲滅
の横断幕を掲げてパレード予定、是非とも沿道での声援をお願いします。

6. ロータリー米山記念奨学会より
ハイライトよねやま１９３号が届いております。

7. 幹事より
本年度事業報告書未提出の委員長さんは、４月２８日（木）までに提出宜しくお願いします。

幹事報告　第 32 回（通算１６８５回）


